
　１月13日（日）岡田地区の新成人21名（男性９名、女性12名）
が公民館に集い、来賓５名の同席のもと記念撮影を行いました。
　また、事前に以下のとおりアンケートをお願いしたところ、
８名の方からお答えをいただきました。ご協力ありがとうござ
いました。新●成人

Q1　この20年で、一番心に残っていることは、何ですか？
Q2　10年後、あなたは何をしていると思いますか？

・映画「タイタニック」ブーム

・和歌山毒物カレー事件発生

・Windows 98発売

・�明石海峡大橋が開通（全長3,911mで世界最長のつり橋）

・�横浜高校の松坂大輔投手が、高校野球の決勝戦で

ノーヒットノーランを達成

・郵便番号７桁化

A A1 �この20年とても周りに恵まれてい
ると感じ、ここまで育ててくれた両
親に感謝しています。多くの人に支
えられ、日々楽しいことばかりで選
びきれません

A2 �結婚し、子どもを生み、
仕事もがんばりながら、
元気に暮らしていると
思います

A1  �大学受験です。人生で一番今後の自分
の将来に関わることでしたし、親とも
先生ともぶつかりました。結果、今は
とても楽しい大学生活を送れているし、
周りにいて自分を支えてくれた全ての
人に感謝しています

A2 �将来は医療職について地元に戻り、地域
の方々を支えられるようないいお姉さん
になっていればと思います

B

A1 �先生や友人と、時に
はケンカしながら部
活動の練習をしてい
たこと

A2 �仕事が楽しく毎日笑
顔で働きながら、今
も仲の良い友人とた
まに会って、一緒に
お酒飲んでいそう

A1 �辛くもあったけれど
楽しかった高校の部
活です。大切な仲間
にも出逢うことがで
きました

A2 �松本で自分の夢を叶
えて続けていてほし
いです

A1 �この世に生を
受けたこと

A2 教師

E A1 �全国高等学校総合文化祭
A2 �ダンス教室を開校して
いたい

F A1 �仕事の大変さ
A2 �店をだして幸せな家
庭を築きます

G A1 �沖縄・京都旅行
A2 �仕事

H

C

D

1998年4月

　－ 1999年3月

新成人が生まれた

　20年前のできごとは？
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 世帯数：   3,061 戸
　 男　：   3,500 人
　 女　：   3,622 人
　 計　：   7,122 人

2019年1月1日現在



● 岡田町 ●

岡
田
希
望
の
家

  

～
あ
か
る
く
、た
の
し
く
、

　
　
　
　
　 
あ
き
ら
め
ず
～

　
「
岡
田
希
望
の
家
」
は
、
昭
和
60

年
12
月
に
岡
田
町
に
開
所
し
て
、
今

年
で
33
年
目
を
迎
え
た
就
労
継
続
支

援
Ｂ
事
業
所
で
す
。

　

一
般
企
業
へ
の
就
労
が
困
難
な
障

が
い
の
あ
る
方
々
に
、
生
産
活
動
の

機
会
提
供
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
や

住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
な

ど
、
社
会
参
加
の
機
会
提
供
を
と
お

し
て
、
一
人
一
人
の
自
立
生
活
支
援

を
継
続
す
る
施
設
で
す
。

  

現
在
は
男
性
12
名
、
女
性
５
名
が

通
所
し
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢
が
30

歳
代
前
半
な
の
で
、
元
気
で
活
気
が

あ
り
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
民
間
企

業
か
ら
の
受
託
作
業
や
、
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
、
自
主
製
品
の
製
作
・
販
売

な
ど
で
、
収
入
は
工
賃
と
し
て
支
払

わ
れ
ま
す
。
自
主
製
品
に
は
、
手
芸

作
品
や
藍
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

を
使
用
し
た
草
木
染
作
品
、
刺
し
子

な
ど
が
あ
り
、
手
作
り
な
ら
で
は
の

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

所
長
の
栗
幅
さ
ん
は
、「
岡
田
希

望
の
家
は
、『
明
る
く
楽
し
く
、
働

く
喜
び
、
人
に
役
立
つ
喜
び
』
を
合

言
葉
に
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
り
、
畑
を
耕
し
て
い
た
だ

い
た
り
と
、
地
区
の
皆
さ
ま
に
日
々

あ
た
た
か
く
見
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
で
す
。
障
が
い
を
持
ち
な
が

ら
も
個
々
の
出
来
る
こ
と
を
生
か

し
、
と
も
に
生
き
生
き
と
し
た
人
生

を
送
る
。
そ
の
一
端
を
担
え
る
よ
う

な
場
所
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
、「
新
聞
・
広
報
・
ニ
ュ
ー

ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
『
私
が
出
た
！
』

が
大
好
き
な
利
用
者
さ
ん
方
で
す
。」

と
、
快
く
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

活
動
時
間
は
、
月
曜
日
～
金
曜
日

の
９
時
～
15
時
30
分
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
製
品
の
購
入
な
ど
、
い
つ

で
も
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

と
の
こ
と
で
す
。

連
絡
先　

０
２
６
３・４
６・３
３
２
０

（
取
材　

竹
内
）

社会見学・軽井沢

　

森
林
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
「
多
面
的
機
能
」
を
有

し
て
い
ま
す
。私
の
住
む
山
浦
は
、

山
林
に
囲
ま
れ
昔
か
ら
山
の
恩
恵

を
受
け
な
が
ら
生
活
し
て
き
た
地

域
で
す
。

　

２
年
前
に
退
職
し
て
、
若
い
頃

以
来
地
元
の
山
に
入
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
久
々
に
季
節
の
山

菜
や
キ
ノ
コ
を
採

り
に
山
に
行
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
驚

い
た
の
が
、
倒
木

が
多
く
枯
れ
た
赤

松
が
あ
ま
り
に
多
か
っ
た
こ
と
で

す
。
六
助
池
の
南
側
の
山
は
、
枯

れ
た
赤
松
が
伐
採
さ
れ
山
の
姿

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
山

浦
地
区
も
同
様
に
赤
松
林
を
伐

採
し
て
雑
木
林
に
変
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
山
は
私
た
ち
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
薪
や
炭
を
生
産

す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
し
た
。
夕
方
に
な
る
と
煙
突
か
ら

煙
が
立
ち
の
ぼ
り
風
呂
の
準
備
を
始

め
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
我
が
家

も
、
昭
和
60
年
頃
ま
で
母
屋
と
は
別

棟
に
風
呂
が
あ
り
、
毎
日
薪
で
風
呂

を
焚
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
母
屋

に
風
呂
を
移
し
て
灯
油
兼
用
の
薪
風

呂
に
変
え
30
年
使
用
し
ま
し
た
が
、

６
年
前
に
そ
の
役
目
を
終
え
使
わ
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
番
感
じ

た
の
が
薪
の
有
難
さ
で
し
た
。
今
の

お
風
呂
は
お
湯
を
入
れ
る
と
短
時
間

の
う
ち
に
入
ら
な
い
と
冷
め
て
し
ま

い
追
い
炊
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
薪
は
お
湯
を
柔
ら
か
く
し
て
長

時
間
風
呂
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
掘
り
ご
た
つ
も
同
様
で
す
。

毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
炭
を
足
す

と
、
い
つ
家
に
帰
っ
て
き
て
も
温
か

い
こ
た
つ
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

薪
の
調
達
や
炭
焼
き
は
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
平
成
の
前
半
ま
で

は
山
か
ら
の
恵
み
を
生
活
に
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
山
が
荒
れ
多
く

の
赤
松
が
枯
れ
て
い
る
現
実
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
利
用
へ
の
警
笛
だ

と
感
じ
ま
す
。
薪
風
呂
や
掘
り
ご

た
つ
を
知
ら
な
い
年
代
の
人
々

が
増
え
、
良
さ
を

伝
え
て
く
れ
る
人

が
い
な
く
な
る
前

に
、
見
直
す
時
期

が
き
て
い
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
や
温
風
ヒ
ー
タ
ー
に

な
い
温
か
さ
を
感
じ
て
、
薪
ス

ト
ー
ブ
を
新
築
の
住
宅
に
設
置
す

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
種
の

贅
沢
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
ん
な
ゆ
と
り

の
あ
る
生
活
を
送
り

た
い
と
願
い
な
が
ら

日
々
生
活
し
て
い
ま

す
。

生活雑記

薪
や
炭
の
あ
る
生
活

K
・
N

山  

浦

　
12
月
２
日
（
日
）、

松
岡
公
民
館
で
は
、

農
家
組
合
と
の
共

催
で
餅
つ
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
に
公
民
館

委
員
が
と
い
で
浸

し
て
あ
っ
た
２
斗

の
餅
米
は
、
杵
で
つ

い
て
、
８
臼
分
の
餅

に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
上
が
っ
た
餅

は
次
々
に
丸
め
て
、
き
な
粉・ご
ま・

あ
ん
こ
を
ま
ぶ
し
、と
大
忙
し
で
す
。

新
年
の
た
め
に
早
々
と
作
っ
た
鏡
餅

は
、
冷
凍
保
存
に
し
ま
し
た
。

　

張
り
き
っ
て
、
始
ま
る
１
時
間
以

上
前
に
や
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
も

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
子
ど
も
33
名
、
公

民
館
委
員
や
P
T
A
の
大
人
44
名

で
、
終
始
賑
や
か
で
し
た
。

（
取
材　

中
本
）

松岡町会

餅つき大会

年
末
恒
例

おいしいお餅ができますように
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